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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期
第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 平成27年11月１日

至 平成28年４月30日

自 平成28年11月１日

至 平成29年４月30日

自 平成27年11月１日

至 平成28年10月31日

売上高 （百万円） 6,607 8,321 12,907

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 130 103 △35

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 117 122 76

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △17 242 △36

純資産額 （百万円） 5,951 6,101 5,933

総資産額 （百万円） 13,134 16,831 14,588

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 4.77 5.00 3.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.3 36.2 40.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 570 1,282 405

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △344 △898 △97

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △55 45 57

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 2,636 3,235 2,817
 

 

回次
第38期
第２四半期
連結会計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年２月１日

至 平成28年４月30日

自 平成29年２月１日

至 平成29年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.45 1.31
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４ 第39期第１四半期連結累計期間より、金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しております。な

お、比較を容易にするため、第38期第２四半期連結累計期間及び第38期についても百万円単位に変更してお

ります。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、関係会社の異動は、次のとおりです。

　（情報・印刷事業)

　　該当なし。

　（メディア事業）

当第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社アクティを連結の範囲に含めております。

　（知育事業）

当第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社コスモスを連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成28年11月１日～平成29年４月30日）における我が国経済は、2017年1-3月期の

ＧＤＰ成長率は、実質で年率換算1.0％増と５四半期連続でプラス成長となりました。輸出と設備投資は堅調に推

移しておりますが、雇用者報酬がマイナスに転じる等個人消費の伸びは限定的であり、回復感のない状態が続いて

おります。

　当社グループを取り巻く環境は、インターネット広告が伸び、折込チラシや出版印刷をはじめとする紙媒体に対

する需要は減少するという構造変化が継続しております。加えて、大手製紙各社は４月１日からの10％以上の用紙

値上げを発表しており、製品原価は上昇傾向にあります。また、昨今の有効求人倍率は1.4倍を超える水準にある

ことから、求人広告を出しても人が採用できないという状況にあり、４月には求人メディア全体で約１年ぶりに前

年同期比割れになりました。フリーペーパーについては、３か月連続で前年同月割れとなっております。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、チラシ等の従来型製品の売上高は減少しましたが、シー

ル製品やポップアップ等の当社独自製品およびデジタル印刷製品の売上高が伸びたこと並びに書籍印刷の売上高が

新たに加わった結果、セグメント売上高は5,682百万円（前年同期比0.1％減）とほぼ横這いとなりました。また、

利益面では多能工化等による生産コスト削減を図りましたが、従来型製品の利益率の低下により、セグメント利益

は251百万円（前年同期比30.7％減）と減益になりました。

メディア事業につきましては、新規顧客の開拓と既存顧客の深耕に注力するとともに、インターネットメディア

の拡販、求人イベント事業の拡大(大阪府後援)に努めてまいりましたが、紙媒体広告市場の落ち込みをカバーする

に至りませんでした。その結果、セグメント売上高は1,221百万円（前年同期比5.7％減）、セグメント利益は22百

万円の損失（前年同期25百万円の利益）となりました。なお、子育て支援や雇用促進、中小企業振興などを目的と

し、平成29年４月21日に大阪市と包括連携協定を結びました。今後、大阪市と多くの分野において連携・協働を促

進し、地域の活性化とサービスの向上を図ってまいります。

知育事業につきましては、新たに注力している新規需要分野は未だ目立った実績に結びついておりませんが、リ

ピート需要は根強くトータルの売上は堅調に推移しました。一方、外注費や販管費削減の努力は確実に実を結び始

め、結果としてセグメント売上高は1,794百万円、セグメント利益は101百万円となりました。

（知育事業は前期第４四半期より開始、前期実績がないため前年比較は行っておりません。）

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は8,321百万円（前年同期比25.9％増）となりましたが、業務

効率化のため都内のグループ会社の４事業所を九段下に移転・集約するための一時的費用等の発生により営業利益

は99百万円（前年同期比49.4％減）、経常利益は為替差益等により103百万円（前年同期比20.2％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は投資有価証券売却益等により122百万円（前年同期比4.9％増）となりました。
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(2)　財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は16,831百万円と、前連結会計年度末に比べて2,243百万円増加い

たしました。これは主として、現金及び預金の増加458百万円、未収入金（流動資産その他に含む）の増加589百

万円、リース資産（有形固定資産その他に含む）の増加676百万円によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は10,730百万円と、前連結会計年度末に比べて2,075百万円増加

いたしました。これは主として、電子記録債務の増加426百万円、未払金（流動負債その他に含む）の増加616百

万円、リース債務の増加583百万円によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は6,101百万円と、前連結会計年度末に比べて168百万円増加いた

しました。これは主として、利益剰余金の増加49百万円、その他有価証券評価差額金の増加100百万円によるもの

であります。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

417百万円増加し、3,235百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそ

れらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,282百万円（前年同期比712百万円の増加）となりました。これは主として、売

上債権の増減額△193百万円、仕入債務の増減額690百万円、法人税等の支払額の増加20百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、898百万円（前年同期比553百万円の増加）となりました。これは主として、有形

固定資産の取得による支出の増加740百万円、投資有価証券の売却による収入の増加161百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、45百万円（前年同期は55百万円の支出）となりました。これは主として、長期借

入れによる収入の増加600百万円、短期借入金の純減少391百万円、長期借入金の返済による支出の増加118百万円に

よるものです。

 

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,600,000

計 76,600,000
 

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年６月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,650,800 24,650,800
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000
株であります。

計 24,650,800 24,650,800 － －
 

(注）平成29年１月26日開催の定時株主総会決議により、平成29年５月１日をもって単元株式数を1,000株から100株

に変更しております。　　　　　
　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

(株) (株) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

平成29年２月１日～
平成29年４月30日

― 24,650,800 ― 1,667 ― 1,765
 

　

(6) 【大株主の状況】

平成29年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社わかさ屋 石川県金沢市粟崎町４丁目７８－１２ 4,800 19.47

若林　和芳 石川県金沢市 4,786 19.41

若林　裕紀子 石川県金沢市 1,920 7.78

株式会社日本創発グループ 東京都荒川区東日暮里６丁目４１－８ 1,200 4.86

株式会社桂紙業 東京都北区桐ヶ丘１丁目２０－１２ 1,000 4.05

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目７－６ 960 3.89

ウイルコ役員持株会 石川県白山市福留町３７０番地 933 3.78

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡２丁目１２番６号 720 2.92

ウイルコ従業員持株会 石川県白山市福留町３７０番地 648 2.62

大和輸送株式会社 埼玉県行田市真名坂１３１－２ 504 2.04

計 ― 17,471 70.87
 

(注)　上記の所有株式数の他、平成29年４月30日現在の役員持株会での持分として、若林裕紀子が592千株を保有してお
ります。

EDINET提出書類

株式会社ウイルコホールディングス(E00748)

四半期報告書

 5/20



 

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
－ －

　普通株式 4,000

（相互保有株式）  
－ －

　普通株式 48,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,592,000 24,592 －

単元未満株式 普通株式 6,800 － －

発行済株式総数  24,650,800 － －

総株主の議決権  － 24,592 －
 

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式688株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 石川県白山市
4,000 － 4,000 0.01

㈱ウイルコホールディングス 福留町370番地

（相互保有株式） 大阪市西区
48,000 － 48,000 0.19

㈱関西ぱど 靱本町１丁目10-24

計 － 52,000 － 52,000 0.21
 

 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年２月１日から平成

29年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年４月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,375 3,834

  受取手形及び売掛金 3,479 ※１  3,431

  商品及び製品 336 265

  仕掛品 116 87

  原材料及び貯蔵品 218 270

  繰延税金資産 7 11

  その他 378 913

  貸倒引当金 △78 △17

  流動資産合計 7,835 8,796

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,151 1,287

   機械装置及び運搬具（純額） 660 882

   土地 2,180 2,181

   その他（純額） 714 1,406

   有形固定資産合計 4,707 5,758

  無形固定資産   

   のれん 508 479

   その他 29 62

   無形固定資産合計 538 542

  投資その他の資産   

   投資有価証券 998 1,237

   長期貸付金 86 86

   破産更生債権等 50 46

   繰延税金資産 7 8

   その他 435 475

   貸倒引当金 △70 △120

   投資その他の資産合計 1,507 1,734

  固定資産合計 6,753 8,035

 資産合計 14,588 16,831
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年４月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,767 ※１  1,888

  電子記録債務 1,283 ※１  1,710

  短期借入金 1,122 1,158

  未払法人税等 35 50

  預り金 13 50

  賞与引当金 110 111

  返品調整引当金 19 19

  その他 781 1,429

  流動負債合計 5,134 6,417

 固定負債   

  長期借入金 2,222 2,360

  リース債務 540 1,124

  退職給付に係る負債 463 476

  繰延税金負債 270 297

  資産除去債務 19 19

  その他 4 34

  固定負債合計 3,520 4,313

 負債合計 8,655 10,730

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,667 1,667

  資本剰余金 1,759 1,759

  利益剰余金 2,717 2,766

  自己株式 △4 △4

  株主資本合計 6,140 6,189

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △78 22

  繰延ヘッジ損益 5 －

  為替換算調整勘定 △100 △83

  退職給付に係る調整累計額 △37 △30

  その他の包括利益累計額合計 △210 △91

 非支配株主持分 3 3

 純資産合計 5,933 6,101

負債純資産合計 14,588 16,831
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

売上高 6,607 8,321

売上原価 5,066 6,528

売上総利益 1,541 1,793

販売費及び一般管理費 ※  1,345 ※  1,694

営業利益 196 99

営業外収益   

 受取利息 1 4

 受取配当金 5 5

 受取賃貸料 15 11

 為替差益 － 33

 受取保険金 1 3

 その他 14 23

 営業外収益合計 37 82

営業外費用   

 支払利息 28 36

 持分法による投資損失 2 7

 不動産賃貸原価 6 4

 為替差損 40 －

 支払手数料 13 8

 その他 12 21

 営業外費用合計 103 77

経常利益 130 103

特別利益   

 固定資産売却益 0 0

 投資有価証券売却益 0 79

 その他 － 0

 特別利益合計 1 80

特別損失   

 固定資産除却損 4 2

 投資有価証券評価損 － 20

 その他 0 3

 特別損失合計 4 26

税金等調整前四半期純利益 127 157

法人税、住民税及び事業税 26 36

法人税等調整額 △14 △1

法人税等合計 11 34

四半期純利益 115 122

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 117 122
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

四半期純利益 115 122

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △129 100

 繰延ヘッジ損益 － △5

 為替換算調整勘定 △6 2

 退職給付に係る調整額 4 6

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1 14

 その他の包括利益合計 △133 119

四半期包括利益 △17 242

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △15 241

 非支配株主に係る四半期包括利益 △2 0
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 127 157

 減価償却費 203 219

 賞与引当金の増減額（△は減少） △10 0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10 19

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △11

 持分法による投資損益（△は益） 2 7

 受取利息及び受取配当金 △6 △9

 支払利息 28 36

 支払手数料 13 8

 為替差損益（△は益） 35 18

 持分法適用会社への未実現利益調整額 18 －

 投資有価証券評価損益（△は益） － 20

 固定資産売却損益（△は益） △0 △0

 投資有価証券売却損益（△は益） △0 △75

 固定資産除却損 4 2

 売上債権の増減額（△は増加） 242 48

 たな卸資産の増減額（△は増加） 114 48

 仕入債務の増減額（△は減少） △148 542

 その他 △9 202

 小計 613 1,236

 利息及び配当金の受取額 7 9

 利息の支払額 △29 △36

 支払手数料の支払額 △13 △8

 法人税等の還付額 － 109

 法人税等の支払額 △8 △28

 営業活動によるキャッシュ・フロー 570 1,282

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △0 △1

 定期預金の払戻による収入 － 15

 有形固定資産の取得による支出 △152 △893

 有形固定資産の売却による収入 86 55

 無形固定資産の取得による支出 △1 △22

 投資有価証券の取得による支出 △71 △221

 投資有価証券の売却による収入 7 168

 関係会社株式の取得による支出 △154 －

 貸付けによる支出 △100 －

 貸付金の回収による収入 104 6

 その他 △62 △6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △344 △898
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年４月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 － 600

 短期借入金の純増減額（△は減少） 236 △154

 長期借入金の返済による支出 △153 △271

 リース債務の返済による支出 △57 △53

 自己株式の取得による支出 － △0

 配当金の支払額 △80 △73

 財務活動によるキャッシュ・フロー △55 45

現金及び現金同等物に係る換算差額 △36 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133 417

現金及び現金同等物の期首残高 2,502 2,817

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,636 ※  3,235
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　（連結の範囲の重要な変更）　　　

第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社コスモス及び株式会社アクティを連結の範囲に含

めております。

　　（持分法適用の範囲の重要な変更）

　　　該当なし。　　　

 

 

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年４月30日)

受取手形 －百万円 107百万円

電子記録債権 －百万円 14百万円

支払手形 －百万円 158百万円

電子記録債務 －百万円 173百万円
 

 

　２　受取手形割引高

 
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年４月30日)

受取手形割引高 22百万円 －百万円

電子記録債権割引高 70百万円 200百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
 至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
 至 平成29年４月30日)

広告宣伝費 3百万円 14百万円

荷造発送費 233百万円 246百万円

従業員給料手当 468百万円 602百万円

賞与引当金繰入額 69百万円 76百万円

退職給付費用 16百万円 18百万円

貸倒引当金繰入額 △7百万円 △10百万円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
 至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
 至 平成29年４月30日)

現金及び預金勘定 3,677百万円 3,834百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,041百万円 △598百万円

現金及び現金同等物 2,636百万円 3,235百万円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月28日
定時株主総会

普通株式 73 3.00 平成27年10月31日 平成28年１月29日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年４月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月26日
定時株主総会

普通株式 73 3.00 平成28年10月31日 平成29年１月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２情報・印刷事業 メディア事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,316 1,291 6,607 － 6,607

セグメント間の内部売上
高又は振替高

374 5 379 △379 －

計 5,690 1,296 6,986 △379 6,607

セグメント利益 363 25 389 △193 196
 
 

(注) １　セグメント利益の調整額△193百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）　

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

情報・印刷　
事業

メディア事業 知育事業 計

売上高 　 　  　 　 　

外部顧客への売上高 5,310 1,217 1,794 8,321 － 8,321

セグメント間の内部売上
高又は振替高

372 4 － 377 △377 －

計 5,682 1,221 1,794 8,698 △377 8,321

セグメント利益又は損失
（△）

251 △22 101 330 △231 99
 
 

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額△231百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
　２.報告セグメントの変更等に関する事項
　　　前連結会計年度において、株式会社ウィズコーポレーションの株式を取得し、株式会社ウィズコーポレーション

及びその子会社を連結範囲に含めたことにより、報告セグメントを従来の「情報・印刷事業」及び「メディア事

業の２区分から、「情報・印刷事業」、「メディア事業」及び「知育事業」の３区分に変更しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）　

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
 至 平成28年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
 至 平成29年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 4.77円 5.00円

(算定上の基礎)     

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

117 122 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

117 122 

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,599 24,598 
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

 
 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成29年６月９日

株式会社ウイルコホールディングス

取締役会  御中

仰 星 監 査 法 人
 　

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士 　 向山 典佐   印

 　　

業務執行社員  公認会計士 　　許　 仁九　　印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウイル

コホールディングスの平成28年11月１日から平成29年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29

年２月１日から平成29年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年４月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウイルコホールティングス及び連結子会社の平成29年４

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報
告書提出会社)が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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